
113

『ボヴァリー夫人』における

　　登場人物の食の情景

金　　山　　富　　美

　『ボヴァリ　夫人』では，食卓の情景が頻出する1〕。食堂，居問は，こと田

舎にあっては一種の社交場でもあるのだ。「地方風俗」の副題をもつこの小説

の女主人公エマがシャルルに異性として初めて身体の軽く触れるのも（こうし

て貧相なこの男が彼女にとっては現実の世界における初めての男性と意識さ

れ，「お嫁に来てからなの。それが起こったのは」2）と嘆息させる不幸な結婚の

きっかけとなる），後に死に場所となるヨンヴィル。ラベイヘと足を踏み入れ

るところまで，新しい環境への歩みはほぼすべて食卓という場所から始まる。

いや，その先も同様の例は続く。エマの服毒は，とある家庭の「ご飯中」（P．578）

に並行して行なわれたものであった。そしてもはや手のうちようのない状況で

彼女が苦しんでいるそのとき，我々はまたその同じ家庭でなごやかに昼食の接

待が行なわれている（p．585）のに立ち会わされるのである。

　こうして眺めてみると，作家が食卓あるいは食の情景をもち出してくるのに

は，単に田舎風俗というものの雰囲気をかもし出す目的以上の，重要な何らか

の意味があるように思われる。

　一方エマを破滅させたのは何かと考えるとき，また別の疑問がわく。ブール

ニジアン司祭の手によって「哀憐」と「免償」を受けようとするエマの末期の

きわの描写を以下に記す。

　　［］11r6c1ta1e－M仏8θ惚α肋γθ〔’肋d〃1g舳κα榊，trempa　son　pouce　dro1t　dans

　　1’hu11e　et　commenCa1es　onct1ons　d’abord　sur1es　yeux，qu1ava1ent　tant

　　convoit6toutes　les　somptuosit6s　terrestres；Puis　sur1es　narines，friandes

　　de　brises　tiさdes　et　de　senteurs　amoureuses；puis　sur1a　bouche，qui　s’6tait

　　ouverte　pour1e　mensonge，qu1ava1t　g6m1d’orgue11et　cr16dans1a1uxure，
　　［．．．］．（P．588）

赦しのための聖油が，エマの鼻，次には「嘘をつくために開かれ」「高慢さゆ

えに嘆き」「邪淫の喜びに叫んだ」口へと塗られていく。しかし，安らかな臨
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終は乞食の歌声で阻まれ，彼女は「電流を通された死体のように起き」上がり，

彼女自身の「残忍で，凶暴で，絶望的な笑い」（P．589）のうちに打ち倒される。

この容赦のない描写は，彼女の罪がとりわけ「傲慢」「羨望」「淫蕩」であった

ことを物語り，自らの環境，生れを顧みることのない彼女の，死を前にしても

魂にとりっいて離れぬ欲望の強さを印象づけている。このとどまるところを知

らぬ強烈な欲望は，彼女を破滅させたのと同様に，死後，夫シャルルに対し彼

女の存在そのものとなって「草葉の陰から堕落させ」るよう働きかけ（P．604），

娘の将来に何ひとつ残させない。エマの凄惨な最期は，彼女の犯した罪が招か

ざるをえなかった結果であり，その罪は，彼女の短い一生を眺めてみるに，上

記＝つに加え，物欲，憤怒，怠惰と，ローマ教会が掲げた七つの大罪のほほす

べてにあたるであろう。ただし，これらのうち唯一《9u1a》（フランス語であ

れば《gourmand1Se》）3）のみを除いて。

　19世紀は一般のブルジョワ階級が賛沢な食の楽しみを享受した時代であっ

た。とりわけ帝政崩壊後はすさまじいほどの盛り上がりで，フロベールの書簡

に少なからず見られる作家自身の食への言及も，その時代の雰囲気を伝えてい

る。しかし『ボヴァリー夫人』には，食卓の描写の多さに加え女主人公が欲望

の強さをその特性としているのにもかかわらず，読者に豊穣なる食のイメージ

というものが伝わってはこない。それは一体なぜなのだろうか。

　本論文では頻繁に現れる食の周辺を『ボウァリ　夫人』に拾い，場面場面に

果たすその役割，さらに，それがどのようにエマの欲望あるいは作品全体のテー

マと関連しているのかを考察していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　食は，『ボヴァリー夫人』のいずれの登場人物にも足りている。乞食でさえ

飢えた様子ひとつ見せず小唄を口ずさむ。もっとも貧しい食卓といっても免許

医をめざすシャルルの下宿での「粗末な夕食」4）程度で，百姓であるエマの父

ルオーの厨房も，カマーチョ5）のそれとまではいかないが十分豊かで暖かい6）。

この小説世界では，美食の黄金時代と呼ばれた時期，一方に存在していた「満

足に食べられない民衆」は不在である。食べものはフロベールによって「生き

るため」に必要なものとしてよりも，むしろゆとりある日常的な次元における

一種の「欲望の対象」としてとり上げられていると考えられる。

　「欲望の対象」としての食，それは《gourmand1se》の領域である。ただ，
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いわゆる《gourmand1se》は食の世界における一種の概念的な言葉であって，

その中身は次のように分類されなければならない。《goinfrerie》（眼を覆いた

くなろような見るからに卑しい貧り食い），《VoraCitξ》（貧欲な食欲）また

《g1outomer1e》（貧食，大食），そして狭義の《gourmand1se》（美食，食通ぶり），

さらに《fr1andlse》（おいしいもの，甘いもの好き）である7）。最初の三つのあ

り方には，具体的にエマの結婚式，そして農事共進会での人々の様子があたる

だろう。それぞれ食卓がしつらえられた荷車置場あるいは広場で，人々は食べ

る。

　　Jusqu’au　so1r，on　mangea　Quand　on6ta1t　fat1gu6d’etre　ass1s，on　a11a1t　se

　　promener　dans1es　cours　ou　jouer　une　part1e　de　bouchon，dans1a　grange，

　　P・・s…e・e・a1t主t・b1・（P317）

　　［］1es　gard－es　nat1onaux6ta1ent　mont6s　au　prem1er6tage　de1a　ma1r1e，avec

　　des　br1oches　embroch6es主1eurs　ba1onnettes，et1e　tambour　du　bata111on　qu1

　　porta1t　un　pamer　de　boute111es　［］11（＝Rodo1phe）se　promena　seu1［］tout

　　en　attendant1’heure　du　banquet　Le　festm　fut1ong，bruyant，ma1serv1，1’on

　　6ta1t　s1tass6，que1’on　ava1t　peme　a　remuer1es　coudes，et1es　p1anches

　　6tr01tes　qu1serva1ent　de　bancs　fa111rent　se　rompre　sous1e　p01ds　des　con－

　　v1ves　I1s　mangea1ent　abondamment　Chacun　s’en　d．onna1t　pour　sa

　　quote－part　La　sueur　cou1a1t　sur　tous1es　fronts，（p429）

いわゆる田舎の風俗が示されていることはいうまでもないが，それに加えこの

描写のあり方には，何よりも作家が，彼自身のとらえるひとつのマスとしての

民衆の姿を，食の場面に象徴化していることがうかがい知れる。

　きわめて日常的な食べものが文化にかかわる問題になるのはなぜかといえ

ば，ある食べものに対して大衆が好みまたは嫌悪の感情を示したとき，それが

大衆の意識の変化を示唆し，少なからずそちら側から経済へと影響を与えなが

ら，社会全体をひとつの方向へと導く力になりうると考えられるためである8）。

このような共通認識を考慮しつつフロベールの「食卓を前にした民衆」の描き

方を眺めると，そこには現在我々がもっている認識の根本である「大衆によっ

て作られる文化」への懐疑があるようだ。作家は何よりも，大衆の意志の存在

の有無についてかなり否定的なのではなかろうか。「食欲を満たす」ことが第

一で「損をしないよう，腹のそこまで食べものを詰め込む」ことしか知らぬ集
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団というのは，嗜好，つまりひとつのクライテリョンをもちえぬ存在なのであ

る。「人問を動物から分かつ唯一の事柄，それは飢えずして食い，渇えずして

飲むということ，つまり自由意志」のはずなのに9）。こうした描写は実際，『ボ

ウァリ　夫人』を経て約十年後に執筆された『感情教育』にも少なくない。七

月王政崩壊時期のパリの描写には民衆の《gomfrer1e》が挾み込まれ多フロベー

ルはそれを眺める登場人物の一人に「胡散くさい話じゃあないか。あれが，民

衆が主権者になるという図なのだから！」10）といわせている。

　大衆の食べものに対する嗜好と文化との関係は，個人のレベルでは次のよう

にいい換えられる。身体にとり込む食物によってその身体が維持され，手にと

る食べものはまさに当人の心の問題を反映する，と。もっともこれは，ある意

味では西欧に古くからあるヴィジョンではある。例えばカトリックの世界では，

宗教の戒律に則って食べものを選べば，その食べものはそちらの方から働きか

けて当人の魂にまで影響を及ぼしてしまうu）。

　ここで，主人公エマが人生の途上ですれ違った副次的人物の描かれ方に目を

向けてみたい。フロベールが食卓あるいは食関連の記述によって，さほど頻繁

に登場するわけではない彼らの社会における位置。層を，また一方，そうした

社会的地位によらぬ裸の人間性を，ドーミエのカリカチュールさながらに，短

い描写のうちに印象づけていることが理解できよう。そして作家は，そうして

与えられた印象の裏づけ，その当然の結末をきちんと用意している：

フェリシテーエマが起居振る舞い，言葉遣いすべてにわたりしっかりと上流風

にしつけたつもりのこの14歳の孤児の娘は，毎晩，奥さんが寝静まると，食品

戸棚から「砂糖を少しずつ盗み出しては寝床で一人こっそり食べる」（P．345）。

エマの死後，勝手に彼女の着物を身につけ，しまいには衣装箪笥に残っていた

ものをすっかりさらって男と逃げる（P．604）／公証人ギヨーマンー銀製の食

卓用こんろにカットグラスの扉の握り，そして英国式清潔さにあらゆる調度が

輝いている自宅食堂。エマの嘆願に耳を傾けながらも，空色のネクタイに顎を

埋めるようにして「自分のコ∵トレット」を食い「自分の紅茶」をすすること

を「少しもやめない」（P．567）。エマをものにできそうだと感じるや，急に自

分でも耐えかねるほどの激しい惰欲を抱き，拒否に会うや「深入りすることな

く済んでよかった」と独りごつ（P．568）。人の「心の機微をまるで理解せず」

（P378），終始一貫、自己満足と自己弁護のうちに生きる／ビネー一「口に合

わないものを食べさせられるなら殺された方がまし」という「金獅子」の女将
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泣かせの常連。村の人々とは距離を置いて暮らし，当然食事はいつも一人きり

でとる（P．359）。「社交人たるの素質まるでなく」「芸術家のような執心とブル

ジョワの独善主義」（P．360）のもち主。村の知り合い連中の中でただ一人，エ

マの葬儀に顔を見せない／シャルルの父一怠惰と賛沢好きで生活を逼迫させ，

快活で朗らかだった妻をたちまちのうちにちょうど「気が抜けた葡萄酒が酢に

なったような」（P．296）気難しい女にしてしまう。「恐れを知らぬ人物」（P．374）

で聖金曜日には「アンドゥイユ12）を食わずにはいられない」（P488）。カフェ

の入り口で宗教の慰籍を受けられぬままに急死する（P．520）／エマの父一幼

い娘エマを残し妻が他界して以来「厨房で一人暖炉に向かい，まるで舞台での

ようにすっかり料理を並べさせた小卓」で「うまい食事をし，よく暖まり，気

持ちよく寝る」ことだけが望み（PP．312－313）となる。将来によかれと思い医

者へと嫁がせた娘が，彼女の生れを望みの叶わぬ原因のひとつであるとして「神

の不公平」と呪い，百姓である自分を軽蔑している（P．352）ことに気づく感受

性はない。一方，彼には，緒局は一度も会うことのない孫のために杏の砂糖煮

を作りおきしたり，エマの死後悲嘆のどん底にありながら，婿のシャルルを前

に「心配ご無用。七面鳥はこれからも送り届けるよ」．（P．．602）という言葉をは

くなど，素朴な愛膚と，人生の悲しみ，苦しみをことごとく時間と習俗の流れ

の中で受けとめていく百姓の姿がある。

　以上挙げた各人物のうち，女中のフェリシテ以外には，《910utOmerie》だけ

ではないある種の食べものへの嗜好が見られる。とはいえ，いずれの場合も，

食そのものに積極的な喜びや発見を見いだしているとはとてもいえない。また

会食者compagnon　de　tab1eの欠けた一人きりの食卓，およびその状況における

彼らの満足感，安逸（食に金のかけられるわが境遇にこ瀞悦という様相，ある

いは叶えられなかった人生を食卓という狭い世界で慰謝しようとする自己欺

蹄）には，「自分の連想を他人のそれと緒合させよう」とはしないこれらの人

物の精神が露頭されている’3）。むろん，自らを「霊魂の医者」と呼ぶブールニ

ジァン司祭（P．394）とて決して例外ではない。「司祭様はどのような悩みでも

やわらげて下さいます」、と魂の救済を哀願するエマに，彼はただ「人間よく暖

まって腹一杯食べられさえすれば，そんなもの」と答える。つまりこの「乾物

屋のような精神」’4）の司祭に根本的にある考えとは，御大層な教義とは裏腹に，

「パンがあり冬に薪があれば極楽」’5）ということなのである。

　かくのごとき人々に囲まれ，またかくのごとき司祭によって最期の塗油を受
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けざるをえぬエマの境遇は，まさしくボードレールのいう「騒然たる悪魔伝の

孤独地獄」16）である。フロベールはこうした人物を至るところに配置して食わ

せ，飲ませ，そしてその同じ口で喋らせ，精神性も掃情性のかけらもない，あ

くまでも俗な《90urmand1Se》をエマの周囲に放散させる。そこからかもし出

されるプロザイスムは，エマのロマンチシズムの対極にあって，苦悶しつつ出

口を捜し求める彼女の魂のはばたきを我々の耳に一層虚ろに響かせるのに大き

く貢献している。このことは，彼女の愛情の対象として登場させられているよ

り近い人物達においてはなおさらであろう。次にシャルル，ロドルフ，レオン

を食の周辺から眺め，改めてそれを確認するとともに，彼らの欲望それ自体と，

その彼らがエマ・ボヴァリーの欲望に対して果たす役割について探る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

　エマはシャルルとの結婚により少しも面白くない田舎から抜け出す。新しい

生活では，少なくとも娘時代のように一人「冷え冷えした食堂で」「ブルブル

と震えながら食べ」た（P．305）ことなど遠い昔の話になってしまうだろうと思

う。が，トストの家に入るなり認めたのは壁紙がたるんで張ってある食堂兼居

間になる部屋，その鼻孔が嗅ぎとったのは「患者が診察室の中で咳き込んだり

容体を喋ったりするのが台所まで聞こえ」るのと同様「診察中にも壁を通して

匂ってくる小麦粉とバターを妙める匂い」であった（P．320）。数日をかけて，

懸命に家の中の模様替えをする。近所の人を夕食に招待すれば酒落た料理p1at

Coquetを出し，スモモの盛り方も心得たもの，壷入りジャムはきちんと皿に

あけて供する。デザート用にフィンガーボールを買いたいとまでいう（P．329）。

エマは恋，情熱、陶酔など修道院での読書が彼女に教えてくれたことどもを，

あるいは結婚式の日，遠路イウトーからよこした菓子屋に作らせたピエス・モ

ンテに描いてあったイメージ’7）を，是が非でも結婚生活の中に再現しようとし

ている。ところが当のシャルルは「すぐに食べたく」，肉と玉葱の煮込みの残

りでよい。そしてチーズの皮をむき，リンゴをかじり，水差しを空にすると，

仰向けになっていびきをかく（P．329）。結婚前「身持ちがよく，しまり屋で学

もある」と評判だった（P．313）この男の欲望は，百姓である彼女の父親ほども

入り組んでいはしない、まったく単純な，毎日必要な分だけの《g1Outomer1e》

なのだ。フロベールはシャルルの食に対する欲望の形態を，その人生の欲望と

完全に見合ったものに設定している。無論，愛情についても同様で，エマを抱
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くのもそうした習慣のひとつ，「単調な食事の後で出る、すでに内容の分かり

切ったデザートのようなもの」（P．331），と作家は続ける。

　　E11e1e　charma1t　par　quant1t6de　d611catesses，c’6ta1t　tantδt　une　man1さre

　　nouve11e　de　faConner　pour　1es　bougies　des　bobeches　de　papier　L．．］，ou　1e

　　nom　extraordma1re　d’un　mets　b1en　s1mp1e　et　que1a　bonne　ava1t　manqu6，

　　ma1s　que　Char1es，jusqu’au　bout，ava1a1t　avec　p1a1s1r　（p346）

何でもない家庭料理や女中の作り損ねた料理を形容するために，エマはきらび

やかで「大仰すぎるほどの名前」をひねり出す。あるときには少々やけっぱち

に，またあるときは苦心して。そこに若妻の求める情熱、陶酔を連想させるよ

うな表現18）が用いられていたことは，想像に難くない。同時にそれは，彼女が

直接には伝えることのできないメッセージであったはずである。すぐ後に続く

《et　que［］，malS　que［］》の部分には、エマの心を読みとれぬシャルルのお

めでたさ，愚かさに対する渋面が感じ取られる。シャルルはエマの行為をじっ

くりと味わうべきであった。が，残念なことに，彼は文字通り「気に飲み込

んでしまった」。

　こうして，エマの精神の食卓は相も変わらず一人きりである。しかも以前に

もまして耐え難いのは，自分の目の前に，もはや心通わせることが不可能とし

か思われぬ「夫」が，太ったために一層鈍重な様子で「食べた後で歯を舌でな

め回し，スープを一口ごと喉を鳴らしながら飲」んでいることだ（P．351）。き

れいに整えた食堂は，食卓と人生の両方において《compagnon》たりえぬ夫19〕を，

日に何度も，それも毎日面と向かって意識せざるをえない場所である。食事の

時問はそれゆえに生理的に我慢ができぬ。「ゆっくり食う1ong主manger」シャ

ルルとうんざりする匂いを立ち昇らせるブイィ20）（P．351）の双方は，エマが嫌

が応でも毎日その皿に載せて口に運ばざるをえない唯一の選択対象なのであ

る。

　こうして「水を恋しがる調理台の上の鯉のようにアップアップと口を開けて

いる」（P．410）エマに眼をつけたのは，ロドルフ。ブーランジェである。シャ

ルルにはない風采の良さ，ヴォビエサールの館で出会った子爵を思い出させる

ヴァニラとレモンの匂い（ベッド脇の小卓にレモンと角砂糖を欠かさないため

である。ヴァニラの香りは「ランスのビスキュイ」のせいか），そして豪胆さ

があり，まるで赤子の腕をひねるようにエマを征服し，ほどなく捨ててしまう。
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ロドルフのエマヘの関わり方には，作家自身，多少とも同胞としての情を交え

．ているように思われもすれば，実際とりたてて卓越した悪人ぶりであるわけで

もない。この男を形容しようとすれば，チボーデが指摘したように彼の独白を

考慮すれば浮かび上がってこよう21）。が，さらに，ベッド脇にこの男が揃えさ

せた小物と，以下に挙げる彼の食欲と嗜好についての描写もまた，もうひとつ

の解答の方法を示してくれる。

　屋敷と農場二つを所有する地主ロドルフは，立派な酒落者ぶりで賛沢な食事

や嗜好品にかける十分な金ももち，狭義でかつ深い意味での《gourmandiSe》

の条件は何一つ不足していないように思われる。しかし，農事共進会の宴会を

待つ姿（Iに記した場面一P．429一を参照）はどうであろう一エマを口どき，

家まで見送った後で，ロドルフは宴会の食事にありつくために再び雑踏の中に

戻ってくる。「ろくなものも出なかった」とはいえ，彼もまた大衆に加わって

食べ，エマとの間に今後始まるであろう恋の毎日を思い描きつつ，しかし「自

分の割り前分」はしっかりと忘れず「コップー杯なみなみと注がせた」葡萄酒

を口へ運ぶ（P．430）。エマに飽いてしまっても「この恋愛の中にまだ利用すべ

き享楽のあることを認める」（P．466）ので，彼女を無遠慮に扱いつつも愛人関

係を続行するというこの男の精神において，恋愛に対する姿勢と食べものに対

するそれとの間には，何ら相違点などないのではなかろうか。また作家は我々

に，この誘惑者が，女達からの手紙，贈り物，そして髪の毛までをすべて「ラ

ンスのビスキュイ22）が入っていた古い箱にしまっておくことにしている」（P

．475）と知らせる。多くの女達が捧げた愛情は，ロドルフにとって甘ったるい

口慰みの菓子と変わらず，また同様に，どれもこれも似たりよったりの，均一

化されて箱に詰められた堵のない代物《Que1tas　de　b1agues！》にすぎない。ロ

ドルフという人間の特徴，それは見せかけの《9ourmand1se》，けちな

《g1outomerie》が，食と恋愛に共通して存在していることなのである。

　フロベールの「全体が緩慢で，力強い渦巻きが絶えず旋回する流れのような

印象を与える」23〕半過去によって，シャルルがエマにとっての「人生のブイィ」

と表現されているならば，一方のロドルフは，娘時代から百姓らしく林檎酒を

少しばかり飲むことしか許されなかった彼女にとって，それと知らず質のあま

りよくない強い「酒をデギュステ24｝すること」であった。彼女は「マルヴォワ

ジーの葡萄酒25）の樽に浸って溺れ死んだクラランス公のように」（P．466）麻庫，

陶酔させられ，語り手に「底深くに秘められ，ほとんど精神的といってよいほ
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ど」といわしめる（P．545）淫らさを習得する。

　次の愛人レオンとともに過ごす「ブーローニュ・ホテル」での三日間は，ま

るまる一章を費やして語られる。「まことの蜜月」。その問中，毎朝，部屋にア

イス・シロップを運ばせ，島の屠酒屋でキュウリウオのフライやクリーム，サ

クランボをともに味わう（P．524）。エマはこの年若い恋人に，ロドルフとの間

には生まれなかった食事共有の喜び（フロベールは，エマとロドルフニ人一緒

の飲食シーンはひとつとして提出しない）つまり一緒に生きているという実感

（その結果からすると、あるいはこれは一種の幻想と呼ぶべきかもしれない）

と，シャルルとの生活には見いだし得ぬ甘さと上晶さを味わおうとしている。

　間もなく彼女は案の定「男らしいことのできぬ，弱虫で，平凡で，女より女々

しく，その上けちで意気地のない」レオン（P．548）とrこの不義の中の結婚生

活のあらゆる平凡さ」（P．556）を発見する。案の定，といったのは，レオンが

「詩人の名残を秘めた」（P．555）若きギョーマンにすぎず，「金獅子」の女将

の言葉を借りれば「いつ何を食べようが気になどしない」（P．359），いい換え

れば，その精神を包む肉体の面からも元来ロドルフほど強い欲望をもたない優

柔不断な男で，その点ではむしろシャルルの人間性に連なっているためである。

レオンの方が彼女のまるで「情婦になり」，情人の考えも趣味もことごとく受

け入れる（P544）のは決して不思議なことではない。「好みの上品な」この若

者は，エマに「淑女femme　du　monde」である上に人妻，つまり「本当の情人」

（P．533）をしばらく味わうと，今こそ自重すべきときと，ある時期エマと共通

しているように見えた激しい情感と空想を捨て去り，地道に書記長への道を歩

むことにする。世間体をはばかるとともに，すでに「妙味のわからなくなった」

（P．556）恋の喧曝にうんざりしたのである。

　エマがその欲望の矛先を向けた人物達の食とその欲望を通して彼らの裸の人

間性とエマとの関り合いを確認すると，緒局のところ身近に存在した男達の欲

望はことごとく，プチブルの域を出るものではないということが理解される。

それは彼女自身の欲望とは決して交わらず，彼女が求めれば求めるほど，双方

の乖離は大きくなる。こうしてエマの魂が必死に赴こうとする先にまで，ここ

かしこに色濃く燥らされている卑俗さの中，彼女というよりも彼女の欲望その

ものが浮かび上がり，しだいにその激しさを増してくる　　欲望はもはや当初
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望んでいたような幸せな結婚，それを可能にしてくれるはずの「美男子で，才

気にあふれ，上品で，魅惑的な」夫（P331）などという単純なものに向かって

いるのでなく，「焼けつくような追憶，このうえなく美しい読書の思い出，そ

して隈りなく強烈な欲望」により心の中に作り上げられる漢とした姿の「別の

男」（P．556），正確にいえば，それに象徴される幻想そのものをわがものとす

ることである。ロドルフ，レオンという二人の情人によって，それぞれ恋愛の

酩酊emvrementとその砂糖菓子のような甘美さdouceurを味わおうとしても

たどり着くことの不可能なわけはそこにあるのだ。

　幻想をわがものにしたいという野望はいつから彼女の魂の中に芽生え，成長

していったのだろうか。娘時代から夢想癖があるとはいえ，それが野望となり

文宇通りそれらしく膨れ上がっていくのには，当然ながらひとつの経験と自信

が必要であった。ヴォビェサールの晩餐会の夜へと引き返し，改めてエマの欲

望を眺めてみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

　その晩餐会は，エマにとって，まさに「尋常ならざる出来事que1que　chose

d’extraordma1re」（P332）であった。彼女はそこにあるすべての「もの」を前

にして陶然と立ちすくみ，身も心もその雰囲気に包み込まれてしまう。

　　Emma　se　sent1t，en　entrant，enve1opp6e　par　un　a1r　chaud，m61ange　du　par－

　　fum　des　f1eurs　et　du　beau1mge，du　fumet　des　v1andes　et　de1’odeur　des　truf－

　　f・・．［．．．1d・・b・・q・・t・6t・i・・t・・1ig・・…t・・t・1・1・・g・…d・1・t．b1・，。t，

　　dans1es　ass1ettes色1arge　bordure，1es　serv1ettes　arrang6es　en　man1ξre　de

　　bonnet　d’ξvεque，tena1ent　entre1e　ba111ement　d－e1eurs　deux　p11s　chacune　un

　　pet1t　pam　de　forme　ovaIe　Les　pattes　rouges　des　homards　d6passa1ent1es

　　p1ats，de　gros　fru1ts　dans　des　corbe111es　a　jour　s’6tagea1ent　sur1a　mousse，

　　1es　ca111es　ava1ent1eurs　p1umes，des　fum6es　monta1ent，et，en　bas　de　so1e，

　　en　cu1otte　courte，en　cravate　b1anche，en　jabot，grave　comme　un　juge，1e

　　maitre　d’hδte1，［］fa1sa1t　d’un　coup　de　sa　cu111er　sauter　pour　vous1e　mor一

　　・・a・q・’o・choisissait．（P．335）

「司教帽の形に畳まれたナプキンがその嚢の間に挾んでいる小さな卵形のパ

ン」「真赤な脚が皿からはみ出しているオマール海老」「苔の上に段をなす，透

かし細工の籠に盛った大きな果実」「羽毛つきのまま湯気を立ち昇らせている
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鶉」はみな「食べられる」本来もっとも受動的な「もの」であるはずだが，今

や主体性をもって居並び，すぐ後に並列された給仕長以上に厳めしく強烈な存

在感を印象づける。実際エマ自身がそのように眺め魅入られているのだ26）。

　ここで医者の妻は具体的に二つのことを学んだ。ひとつは，上流社会の女性

は酒を断わらないということ（「ボウァリー夫人はグラスに手袋を入れないで

いるご婦人方が幾人もいることに気がついた」）一以降エマはもはや以前のよ

うに酒に対して消極的ではなくなり，思いきりとやけっぱちも手伝って，大ぶ

りのグラス半杯のブランデーを平気で飲み干しシャルルを驚かせる（P．405）。

もう一方は，昔，本でしか知らなかった王妃の恋人を直に見て，その実在を確

信したことであった。

　　Cependant　au　haut　bout　d－e1a　tab1e，seu1parm1toutes　ces　femmes，courb6

　　sur　son　ass三ette　remp11e　et1a　serv1ette　nou6e　dans1e　dos　comme　un　enfant，

　　un　v1e111ard　mangea1t，1a1ssant　tomber　de　sa　bouche　des　gouttes　de　sauce

　　（P．335）

女性客のテーブルに一人混じり，まるで嘗め回すように「ゆるみ切った目蓋の

奥の充血した眼」を料理の上に這わせ，「どもりながら指さす」この「唇の垂

れた」老人の食欲こそ尋常ではない。それは「生きるための」食でもなければ，

もはや「味わうための」食でもない。あらゆる欲望が混清した，死，狂気と隣

り合わせの《goinfrerie》である。エマの眼は「何か普通でない，尊いもの」

を見るように（P．336）たえずそこへと戻っていく。料理を貧る老公爵の様子は

彼女の瞳に醜悪に映りはしない。それどころか，エマは，その豪著な雰囲気と

内容とで自分を圧倒する《9a1a》の料理に対して，それらを堂々と，果敢に，

差恥心のかけらもなく次々と平らげていく老人に，過去の放蕩三味、華麗な恋

愛遍歴もさもあらんと驚嘆しているのである一「この方は宮廷で生活し，女王

達のベッドで寝た人なのだ！」。エマはここで，初めて自分の《ConViVe，Com－

pagnondetab1e》が、いや人生のそれが誰であるかを悟ったのではなかろうか。

ワルッも申し込まれ，彼女はその夜申し分のない上流社会の女性客の一人であ

る。彼女の小さな脳髄の中で，老公爵の華やかな逸話とワルッの相手であった

子爵の優美な姿と香り，豪著な料理の数々がすべてオーバーラップしてしまう。

　　On　versa　du　v1n　de　Champagne　a1a　g1ace　Emma　fr1ssonna　de　toute　sa　peau

　　・・se・ta・t・・f・・1dd・・ssab…h・（P336）
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　　［］madame　Bovary　touma1a　tete　et　aperCut　dans1e　jardm，contre1es　car－

　　reaux，des　faces　de　paysans　qu1regarda1ent　A1ors1e　souven1r　des　Bertaux

　　1u1arr1va　［］，et　e11e　se　rev1t　e11e－meme，comme　autref01s，6cr6皿ant　avec

　　son　d01gt1es　terrmes　de1a1t　dans1a1a1ter1e　Ma1s，aux　fu1gurat1ons　de

　　1’h・…　p・6se・te，s・・i・p・ss6・［．．．］s’6p・…i…itt・・t・・tie・・，・t・11・

　　douta1t　presque　de1’av01r　v6cue　E11e6ta1t1盆，［］　E11e　mangea1t　a1ors　une

　　g1ace　au　marasqum，qu’e11e　tena1t　de1a　ma1n　gauche　dans　une　coqu1ne　de

　　verme11，et　ferma1t　a　dem11es　yeux，1a　cu111er　entre1es　dents　（p338）

「搾乳場で壷に入れた牛乳のクリーム分を指ですくいとっていた自分」こそ幻

だ。なぜなら，今このとき「全身を身震いさせるほど」冷たく冷やしたシャン

パンを彼女は「口中に感じ」，またマラスキーノ入りアイスクリームの盛られ

た金メッキした銀の貝殻皿を「その左手にもち」，「匙を加えたままで」甘いも

のが軽い酔い心地を残しながら少しずつ舌の上で溶けていくのを感じつつ，自

らがそのオリンポスの神々の宴の一員として「そこにいる」のを「細く閉じた

眼」で観ているのだから。

　彼女の身体精神両方の奥深くにこの記憶を定着させたのは，食べものである

　　「食欲は夢と似たところがある。記憶と幻覚とを備えているから」27）。け

れどもそれは，酔いと甘さ，冷たさ，そして身体を培わない脆弱な食べもので

ある。当夜、見るからに食欲をそそる滋養に満ちかつ豪勢な料理の居並ぶ中，

フロベールはエマが食べたものを酒とデザートしか記してはいない。この食の

形態は，しばし現実にその手に掴んだ蒙蕃な生活への興奮，圧倒を通して胸に

欲望を膨らませているエマの精神の一方にある，彼女の生身の肉体の反応であ

ろう。がしかし，これが以来，輝かしい追想と結びつき，彼女の中に生理的な

面で完全に定着してしまう。サント：ブーウによる「彼女はその場の香りに中

毒する。それは血管の中にしみ込み二度と再び抜け出ない」28）の評はこの意味

で至言である。身体を保つ実質的な食べものを口にしたり，眼にすることさえ

エマは我慢がならなくなる。帰宅後のご馳走「玉葱のスープと仔牛肉のスカン

ポ添え」は色あせ，それを前に嬉しげにもみ手をする夫も閉口（P．341）である。

「ブイィの湯気とともに魂の底からまた別の胸の悪くなるような息吹bouffξes

d’affadissementが立ち昇ってくる」（P．351）。こうして彼女の食卓は，「はし

ばみの実をかじったり」「自分だけのために料理をいくつも作らせては少しも

手をつけな」かったり「ある日は純乳しか飲まず，またある日は紅茶ばかり12
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杯も飲む」（P．351）あるいは「痩せるためといって酢を飲む」（P．352）など，

身体を損なうもののみで，豊かな快楽と結びつくどころか澗渇へと向かってい

る29）。

　フロベールは書簡に「散歩から帰るや鹿のパテを食べ，白葡萄酒を飲みたい

という猛烈な欲求を感じた。唇が震え，喉はからからになるほどだった。自然

を眺めることが僕の魂を創造の神へと誘うどころか胃袋を刺激するとは奇妙な

話だ」30）と告白しているが，作家の生身を刺激した自然にあたるものは，彼の

女主人公にあってはヴォビェサールの夜を思い出させる物質と官能の賛沢であ

ろう。以来わずか数例ばかり提出されるエマが食欲を出すシーン31）は，これら

の欲望に付随して初めて，発作的，病的に起こる　　E11e　devena1t1rr1tab1e，

goumande，et　vo1uptueuse（P543）。そして欲望に満ちた人生の仕上げにと彼

女の食欲が向かったのは，砒素であった。

　　［］e11e　a11a　dro1t　vers1a　tr01s1台me　tab1ette，tant　son　souven1r1a　gu1da1t

　　b1en，sa1s1t1e　boca1b1eu，en　arracha1e　bouchon，y　furra　sa　ma1n　et，1a　re－

　　t1rant　p1eme　d’une　poudre　b1a皿一che，e11e　se　m1t　a　manger　a皿εme　（P579）

青い瓶から手一杯につかみ出した砒素は，晩餐会の夜の「よそのよりずっと白

く細かに見えた」（P．336）粉砂糖sucre　en　poudreのようにも思われるではない

か。エマは敢然と「そのまま食べた」。「氷のような冷たさfroid　de　g1aceが足

先から心臓まで昇ってくるのを感じる」（P580）　あの夜の感覚との擬似

　　「ほうら，いよいよ始まったVo11主queCacommencel」とつぶやくエマ。

砒素は，彼女の人生に不可欠なひとつの「食べもの」であった。

　我々には今，人生の《enivrement》や《douceur》を味わおうと32）してロドル

フとレオンに傾いていったエマの，そのはかない行動が，彼女の記憶の地下蚤

で「自分はこのために生まれてきた」と信じている晩餐会への途方もない憧憶

と羨望とに駆り立てられたものでもあったことを疑いはしない。エマ・ボヴァ

リーは，美食がその人間に深く植えつけた，もの苦しいほどの幻影，官能によっ

て内側から浸食された女であった。いきおい，そこには実質的な食とそのイメー

ジが希薄になり，七つの大罪の四番目である《gourmandise》は以上のような

過程および理由によって不在ということになった。と同時に，ひとつだけ欠け

たこの罪の前後にある「羨望」（顔色が悪くなるもと）と「淫蕩」（痩せ細りの

もと）が突出するのである。

　エマの殺伐とした食卓の風景に「ボウァリ　夫人は私です。私からとったの
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です」というフロベールの告白を考慮してみると，食を享楽する時代に身を置

きそれを楽しむ傍らで，作家がそこに「髪の毛の一杯浮かんだ不味いポタージュ

のような」「おぞましい人生」33），「実利的な生活」34）を見，さらに人間の止む

難い「食べる」という行為の先に，狂気じみた欲望や死あるいは虚無を意識し

ていることが強く感じとられる。ちょうど優雅なモードに身を固めた美しい女

に彼が骸骨を見ていたのと同様に。

　登場人物の中で，実際エマほど実利的な食，家庭の団築が似合わぬものはい

ないであろう。彼女の意識はいつも現実から離れようとする。そうした意識と

現実の隔離を読者に明確に知らしめるシーンに，フロベールはまた食卓を用い

ている。ロドルフからの別れの手紙を読みながら咄嵯に窓から身を踊らせよう

とするエマをとどめたのは，フェリシテの「お食事ができました」との呼び声

であった　　「下りねばならない。食卓に着かねばならない」（P479）。また

エマがオメー家へ自殺をしに行くシーンでは，彼女が砒素を食べてこの世の生

から逃れようとするそのとき，食堂からは家庭料理cuisine　bourgeoiseを前に

した家族の「皿に触れるフォークの音」（P．578）が聞こえている。悲劇性は卑

俗な日常性の傍らにあって一層深い陰影を帯びる。

　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊

　我々は最後に，オメ　　家についても少し触れておかなくてはならない。こ

ここそ『ボヴァリー夫人』で唯一「暖かい団築」のあるところであり，民衆の

シーンにひけをとらぬ，実利的な食がもっとも似つかわしい人々，食べものを

十分に身体にとり込みしぶといエネルギーを蓄える面々がいるのである

「オメー一家は大人も子供も顎まできっちりとエプロンをかけ、手に手に

フォークを握っていた」（P516），「オメ　夫人は，四旬節の折に塩味のバター

をつけて食べるターバン形のどっしりした小型パン（シュミノーパン

chemmot）が大好物であった。この野蛮な時代の食べものの最後の標本とでも

いうべきもの［．．．］を薬剤師の妻はひどく歯が悪いくせにノルマン人さながら

に勇ましくガリガリ食べる」（P．564）など。次第にその存在感が薄れ衰退して

いくボヴァリー家と家族全員強健なオメー家；霞を食べて生きる不倫妻エマ

と，古代人の食欲をもち四人の子供を次々と生み落とす「ノルマンディーきっ

ての世話女房」（P378）オメー夫人，周囲から見放され，切り離された環境に

置かれた死に瀕したエマとなす術もないシャルル，と，そこから視線を少し移
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せば名士ラリヴィエール博士らを昼食に招待している社交性にあふれたオメー

家がある。ボヴァリー家とオメー家はすべてがまったく逆の方向を指し，しか

し両家ともものすごい速度でその道を先へ先へと辿っていく。さらにもう一点、

この一家の大黒柱オメーには，エマを活かしそして殺した欲望と明らかに区別

されるべき彼ならではの欲望があり，それが食の周辺にちりばめられているこ

とに注目しなければならない。

　「ラクーを作るこつや調味料の衛生的方法」を知り，「香料，エキス，肉汁，

ゼラチンを論じることができ」「ジャムや酢，甘ロリキュールを作るのが得意で，

また新案の経済こんろやチーズ保存法，腐った葡萄酒の手入れ法まで心得て」

（pp．379－380）いるこの上なく良き隣人。ジャム作りの季節ともなれば「とり

わけ薬剤師の店先には大きなバラ色の山が築かれ，人々の賞賛のまとである」

（P．516）。コーヒーも「自分で煎り，自分で挽き，自分で混ぜ合わせ」て食卓

の上で沸かす（P．587）。「薬局が薬瓶で一杯になっている以上に，頭の中がも

のの製法で一杯な」この薬剤師からは，非常に巧妙に，食べもののもっている

「身を養うための，味わうための」第一義的な面が抜きとられている。オメー

は食べものを味わうわけではない。彼は作り，分析するのである。そこにはちょ

うどエマにおいて《gourmandise》が彼女の強烈な別の欲望にすり替えられて

いたと同様の現象が見られる。彼は食べものに砂糖を加え，酒を醸造し，「季

節を固定させる」35）。それは腐敗の運命にある物質を保存するという人間の能

力を誇示しており36），一種の錬金術にも警えられるだろう。オメーにおける食

の周辺には，科学と進歩，19世紀の「現代生活の夢」に通ずる内容がある。彼

はチョコレート界の大発見に注目して実業家として成功し，新発見といつも足

並みを揃えて薬剤師としても順調，ジャーナリズムの世界に進出すれば『林檎

酒とその製法および効果』と題する研究報告等々で学士院会員にもなる。そし

て「景気よく朗らかに」何もかも満足の行く状況にありながら，いやそれゆえ

に，次には，世問における最高の名誉，勲章への欲望に「もの苦しいほどさい

なまれる」（P．608）。フロベールはオメーに欲望をことごとく成就させる。そ

れはいつだったか，大衆の歓呼の声と輝かしい栄光とに彩られ，作家を夢見る

一青年の視界をよぎっていった，同時代人アペール3ηなどの科学者やジャーナ

リズムと歩調を合わせて時代の寵児となった作家連中38｝の似姿でもあろう。文

学への野望に「身を食わせ」39），いつしか「人間どもを文章のフライパンの中

で揚げものにし栗のようにはじけ飛ばせてやろう」40jと豪語しながら日陰のよ
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うな生活を送る若きフロベールの傍らを。

　食はきわめて芸術的な世界から遠いように思われ，文学の中ではなかなカニ語

られにくいものである。特にロマンチシズムの漂う作品においては，その種の

場面はほとんど形骸化された状態でしか見られぬように思われる。けだし，食

の世界は我々にもっとも近く，しかしもっとも遠いのである。ラブレーはけれ

どもあの巨人物語で，「腹」を宇宙的規模に等しい壮大なテーマにまで仕立て

上げたのではなかったか。そしてフロベールは　　我々は今理解する　　食を

語ることによってそれぞれの欲望の色合いや強さを浮かび上がらせ，各々の人

物の「味」（味気なさや水くささ）う「香り」、そしてまた様々な感情の甘味や苦

味，さらに時間を経て思い出となったそれらの強い後味を，まるで目の前にあ

り，手を伸ばせばその感触を感じられるほどに直接に強く読者の感覚へと伝え

てくる。とともに，感情，幻想の世界に生きる人間の滅びと，それを横目にも

う一方の極に身を浸かるもの達の行進を，一瞬の閃光のもとに光と陰として描

き出すのだ。彼の描写の身上は，そうして，口中にそのパサつき，感情には惨

めさを残す黒パンをあくまでも黒く，白パンはあくまでも柔らかく白く，読者

の眼前に輝かせて見せることなのである。そこには一般に受けとられるような

尊卑，善悪，美醜等の区別を超えて，この世界に存在するすべてのものに対す

る尊厳があるのではなかろうか。

　「甘い砂糖水のこの世紀に火酒を注ぎたまえ。フルジョワを一万　千度のグ

ロックに浸したまえ、そして彼らの喉を焼いてしまうことだ。苦痛の悲鳴をあ

げさせるのだ」41♪　　フロベールの描く食の情景は，きわめて形而上学的な問

題をも含むものといえる。そしてそこにはまた，19世紀に大きく発展した食文

化が内包する，一種の屈折した精神が暗示されているといえよう。・これについ

ては，また別の機会に論ずることとしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）もっともフロベールの他の作品のいずれにも，この傾向は見られる。『サ

ランボー』では神官や元老，そして群衆が居並ぶ目映いばかりのカルタゴの

邑蒙の饗宴，『感情教育』では社交界の晩餐，『聖アントワーヌの誘惑』では

ネブカドネザル王の地平の果てまで伸びる食卓等。Jean－Pierre　Richardはそ
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　の〃吻耐㈹功∫θ伽ακ㎝（EditionsduSeui1．1954）の中で《Onmange

beaucoupdans1esro皿ansdeF1aubert》と指摘している。彼はフロベール作

品全般に見られる食のエピソードを作家の書簡と結びつけて論じ，文学創造

に対するこの作家独自の姿勢，潜在意識を分析している。

2）　Gustave　F1aubert，〃；αdα榊θBωαη，F1α〃δθ竹（E〃o惚8　I，Bib1iothさque　de1a

P161ade，Ga11mard，1979，P391以下肋伽㈱Bωαη（〃Bと略記）からの引

用はすべてこの版により，本文中の括弧内の数字は出典ぺ一ジを示す。

3）「食遣，咽喉」あるいは「食への欲望」「貧食」の意。C　f．註7）

4）1e　ma1gre　diner〃B，p299フロベールは自分の寄宿生時代の経験を踏

　まえ（Cf．G．F1aubert，Lθ材κδ3α3α肋γ，0舳o肋θ，16novembre1842），《maigre》

に「量的に十分でない」のと「肉があまり入らず内容が貧しい」の両方の意

味を込めている。

5）セルバンテス作『ドン。キホーテ』続編第二十章のエピソードに登場する

長者の名。

6）《Une』eune　femme，en　robe　de　mξrmos　b1eu　gam1e　de　tr01s　vo1ants，vmt　sur

　leseu11de1ama1sonpourrecev01rMBovary，qu’e11ef1tentrerdans1a
cu1sme　oO　f1amba1t　un　grand　feu　Le　d6』euner　des　gens　bou1uom1a1t　a1entour，

da・sdesp・t1tsp・t・deta111・m6ga1・［］L・pe11e，1・spmcettes・t1ebecd・

souff1et，tous　de　proport1on　co1ossa1e，br111a1ent　comme　de1’ac1er　po11，tand1s

que1e1ong　des　murs　s’6tenda1t　une　abondante　batter1e　d－e　cu1sme，oi㎜1r01ta1t

m6ga1ement1a　f1amme　c1a1re　du　foyer，jomte　aux　pre皿11さres1ueurs　du　so1e11

…i…tp・・1・・・・・・・…．》〃月．，P．304．

7）Cf　Anthe1me　Br1uat－Savarm，LαP妙8私olog〃伽G励τ，F1ammar1on，1982　ま

たは，辻静雄『ブリアーサヴァライ「美味礼讃」を読む』（岩波セミナーブッ

クス32）』岩波書店1989。

ところで，筆者はこの拙論ではあえて「食べる姿勢」から分けたが，定評・あ

る料理大事典工α伽83θGα3ヵ舳㎝伽θでは「食べる人」という観点から階層

別に，下から《gomfre》《gou1u》《gourmand》《fr1and》《gourmet》《gastronome》

の順で並べている。ムα舳83θGα8姉㎝㎝伽θ（以下ム．G．と略記），Librairie

Larousse，1984，P494。この記述の仕方は，食を前にした人のあり方が「単

なる行儀作法」などにとどまりはせず，即その人物の「教養、人となり、全

人格」を体現するという，フランスにおける一種の共通認識を理解させるも
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　のとなっている。

8）例えばMargueritePerrotは，その著LθMo加伽肋伽F舳〃θs
Bω榔o畑81873－1953（Press，Fond．nat．scien．po1．，1972）の中で，食物の摂

　取の変遷についてはそれぞれの時代の経済が必ずしもその要因となっていた

　わけではなく，人々の嗜好（いい換えれば思想）が大きく作用していたこと

　を明らかにしている。

9）G．FIaubert，∫ω〃肋伽3，No加8功P舳36θ8伽κ榊ω，Buchet／chaste1．1965．［G．

　フローべ一ル「思い出・覚書・瞑想」『フローべ一ル全集』第8巻、筑摩書房、

　1976P238］この言葉は，Br111at－Savarmのaphor1sme2「禽獣は食らい，

　人間は食べる。教養ある人にして初めて食べ方を知る」のもじりか。

10）　Gustave　F1aubert，工’Ed肌ακαz∫刎κ榊舳広α1θ，〃α悦6θ竹（E〃〃惚3∬，Bib1iothe－

　que　de1a　P161ade，Ga111mard，1979，P320

11）エラスムスは「魚喰い」で，精進潔斎を至上とする形骸化してしまったカ

　トリック信仰のあり方を批判している。その中で肉屋は魚屋にこう見えを切

　る　　「からだ以外には害を与えないというのなら，まだ大目にみてもよか

　ろう。ところがおっとどっこい，食い物の変化は精神器官に悪影響を与える

　もんだ。その結果は魂そのものが冒されちまうってことよ」二宮敬訳『エラ

　スムス／トマス・モア』（中公世界の名著）中央公論社，1980，p285

12）andou111e：「豚の可食部分（多くは臓物を含む）に，場合により他の家畜

　の可食部分を加え，豚の大腸に詰めて作ったソーセージ」L．G．，p．36．

　四旬節careme，聖金曜日vendredi　saintとは相容れない食物である。禁欲と

　食欲，または精神と肉体の相克を象徴し，ラブレーはパンタグリュエル物語

肋伽g舳1『第四之書』に，精神潔斎坊の敵で楽火曜日mardi　gras（謝肉の

　火曜日）を守護神とする凶暴なアンドゥイユ族（渡辺　夫訳では「腸詰族」）

　を登場させている。

13）「一人きりの食事はあまり好きではありません。私自身を楽しませるものが，

　他の誰かの連想と緒合していてほしいと思うのです」G．F1aubert，Lθ肋δ

　Gθoγgθs∫α例d，23－24janvier1867．

14）「低劣なことにばかり気をつかい，商人のような会話をしていると，精神

　が穣れていくような気がして絶望的になります。まるで乾物屋になったよう

　な気持ちです」G．F1aubert，〃肋δ吻d㈱θ肋α伽肋，10－11d6cembre1878．

15）ブールニジァン司祭を初めとしたエマの周辺にいる人物の極楽とはすなわ
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　ち，古くはブリューゲルが農民の夢として描き，またフロベールの時代には

　彼の嫌ったベランジェがいかにも19世紀的に《Voyage　au　pays　de　Cocagne》

　と歌った食の桃源郷pays　decocagneである。フロベールは，こうしたブル

　ジョワ的な夢をさらに「ポトフ王国royaumedupot－au－feu」と倭小化して，

　戯曲『心の城』L6C脇舳伽6卿γ3でとり上げている。CiMauriceBar－

　deche，L’（E〃〃κdθF1α〃わθ竹，Les　Sept　Cou1eurs，1974，pp．270－277。

　ちなみにポトフという語は，《Persome　pot－au－feu》（「家庭での安逸，安楽

　を優先する人間」の意）というように用いられる。Ci註20）のboui11i．

16）　Char1es　Beaud－e1a1re，1レτG〃8旭似θF1α〃6θ竹，〃α∂α榊θBωαり1功1αTθκ広ακo〃dθ

　∫α伽卜λ〃加惚，L’Artiste，18octobre1857，reproduit工’λ竹此脇舳物肋，L勿ツ，

　1868　［『フローべ一ル全集』第9巻、筑摩書房、1976］

17）結婚のアレゴリ　　　《A1a　base，d’abord　c’6ta1t　un　carr6de　carton　b1eu

　f1gurant　un　temp1e　avec　port1ques，co1onnades　et　statuettes　de　stuc　tout　autour

d…d・smch・s・…t・11ξesd’ξto11e・［］，P・1ssete・a1ta・s・・o・d6tag…

　donjon［．．．］sur1a　p1ate－forme　supξrieure，qui6tait　une　prairie　verte［．．．］des

…h・・・・…d・s1…d・…f1t・…td・・b・t・…　［］・…　y・1t・・p・t・t

　Amour，［．．．］deux　boutons　de　rose　nature11e，en　guise　de　bou1es，au　som皿et．》

　〃」B．，p．317．

18）19世紀，食の楽しみがブルジョワジーの手の届くところとなってから，料

理の命名の仕方はしだいに具体的な料理法から遠く離れていく。高級料理店

　で有名人がある料理を食べれば，その料理はそれ以来その人物の名をつけて

　「～風a1a」となり，新しもの好きのブルジョワの口に入る。歴史，芸術，

　文学，貴族社会の代表的人物の名が次々と何でもない料理に与えられた。食

　べ手は，手の届かぬ天上人の威光をその料理を体内にとり込むことによって

　わがものとしたのだという幻想をもつのである。「言葉が料理を取り巻き，

　料理はその道徳的，美学的，政治的主張を盛り込む」Jean－Pau1Aron，工θ

〃α螂〃伽Xπ8伽θ，Robert　Laffont，1973また様々な「～風」の例と意味

　については，L　Gを参考のこと。フロベール自身、青年時代の友人でルア

　ンの高級レストランの主人であったジェから「甘いアントルメ，フロベール

　風プディング」を捧げられ，それを嬉しげに報告している。G．F1aubert，

　Lθ材焔δ0ん召似ακθγ，13aott1845．

19）《Que1quefois　aussi，e11e1ui　par1ait　des　choses　qu’e11e　avait1ues，comme　d’un
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　passage　de　roman　［］ou　de1’anecdote　du　g伽〃榊α¢加　［］，car，enfm，

　Char1es6ta1t　que1qu’un，une　ore111e　toujours　ouverte，une　approbat1on　toujours

　prεte　E11e　fa1sa1t　b1en　des　conf1dences主sa1evrett6　Ene　en　eit　fa1t　aux

　biches　de1a　chemm6e　et　au　ba1anc1er　de1a　pendu1e》〃B，p348

20）boui11i1「ポトフやブイヨン，コンソメをとるのに使った牛肉，ゆで肉」

　LG　p135フロベールは書簡にいう　　「私がフイィを嫌うのは，それが

　何よりも庶民の家庭における典型的料理であるためだ。誰でもがそれを食べ，

　美味しいと思っているのだから」G　F1aubert，dξcembre，1847Cf註15）

21）ロドルフの独白（〃3．，，p．410）の中でエマを指す代名詞が《e11e》から《on》，

　さらに《Ca》《ce1a》あるいは《ce》としだいに変わってきていること。彼女

　はロドルフの考えの経路の中で，主体であるところから，快楽のために愛さ

　れる対象物，しまいには用をすませた後で投げ出す品物へと変わっていく。

　A1bert　Th1baudet，G洲云ωθF1α〃θ材，Ga111mard一，1935，p112

22）biscuits　de　Reims：「軽くサクッとした口当たりの小さな四角形のビスキュ

　イ。粉糖をたっぷり使い，ヴァニラで香りづけされている。かつてはかなり

　甘味が強く，特にシャンパンとともに味わわれた」L．G．P．108．

23）Mハルカス＝リョサ『果てしなき饗宴一フロベールと「ボヴァリ　夫人」』

　筑摩書房（筑摩叢書319）工藤康子訳pp．202－204．

24）d6guster：酒などを「味わって飲む」また「ひどい目に会う」の意も。

25）ma1voisie：「ギリシャはペロポネソス原産のデザート用甘口葡萄酒。か

　つてクラランス公は兄弟であるイギリスのエドワード4世を歎いた答でこの

　葡萄酒の樽に漬けられて死刑に処された」L．G．，p．597．

26）Cf．拙論「『ボヴァリー夫人』一その表現者の個性としての描写（2）」（『周辺』

　13号）1994．

27）　Ro1and　Barthes，B㈹〃αカー∫α〃α㈹〃／P妙3zo1og〃dωGo航α〃o〃肌θ工θ6肋κd3Ro－

　1α〃Bα竹加3，Hermann，6d1teurs　des　sc1ences　et　des　arts，Par1s，1975，p21［『ロ

　ラン。ハルト「味覚の生理学」を読む』松島征訳，みすず書房P34］

28）　Samte－Beuve，吻γ鮒6，〃肋湖肋κ　〃α伽肋θBωαη，一Le　Momteur，4皿a1

　1857，reproduit　oα舳伽伽L舳〃，五∬，Paris［『フローべ一ル全集』第9巻，

　筑摩書房，1976］

29）工藤庸子氏は「美食を知ったためにエンマはいっそう不幸になった」「生

　涯に一度だけ食べることの快楽［．．．］その代償を支払うかのように，その後
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　彼女は拒食症になってしまう」と述べている。工藤庸子『フロベールの《果

　てしなき饗宴》』（特集『味覚一「おいしさ」をどう表現するか』言語生活’83，

　No．382，PP．46－47）．無論それは，エマの欲望の対象と当夜の美食が密接に

　結びついているためである。

30）G．F1aubert，工θ材〃δム㈱づ8Bα〃〃〃，25aoit，1856．

31）商人ルゥルーのもってきた賛沢なショールを購入しなかった「立派な」自

　分を意識し，同時に自分のしたい気ままができそうだという見通しが開けた

　とき（P．386）；レオンとの初めての情事から戻った夜，父の死に沈むシャル

　ル前にして（P．520）；金に糸目をつけぬレオンとの蜜月（P．524，P．543）。

32）フロベールはエマの食の情景よりも，彼女の愛欲の日々を描写するのに「食」

　を連想させる語を好んで用いている。倦怠、嫌悪には《affad1ssement》や

　《d6gout6》，喜びには《savourer》《rassassier》《friand》etc．

33）G．F1aubert，工〃肋δLα〃8θ0o肋，29novembre1853．

34）G．F1aubert，工θ材κδ肋榊6伽θ，8octobre，1846．

35）フロベールが人問の愚劣を潮笑するべく書き進めた未完の小説『ブヴァー

　ルとペキュシェ』には，二人の書記が缶詰め，漬けもの，酢，梅のブランデー

　漬けの製造，シャンパンの醸造などの研究を続けていく様子が描かれる：「彼

　らはアペール氏［Cf．註37）］のように『季節を固定させた』といって嬉しがっ

　た。ペキュシェにいわせれば，かくのごとき発明は征服者の功績にも勝るも

　のである」G．F1aubert，B㎝〃α例れケ肋6〃6加広，F1伽6θ竹（E舳㈱皿，Bib1iotheque

　de1a　P1ξ1ade，Ga111mard，1979，p758

36）保存食品とフランス人の関わりについてJean－Pau1Aronは「通常の流れ

　に逆らって自然をグラスの中に掠めとったり，瓶の中にしまいこんだり，我

　がものにしたりすること［．．．］には自然のエネルギーに対するフランス人の要

　求が脈打っている」と述べている。前記〃吻螂鮒伽x∬8棚θ．

37）Nico1as　Appert（1749－1841）食物の瓶詰めによる長期保存法を開発し，保

　存食品業の発展に大き・く貢献した科学者。その滅菌法は《Appertisation》と

　呼ばれた。

38）「身を立てるというが，一体どこにだ。ミュルジュ，フイエ，モンスレな

　ど［．．．］その他有象無象とともに並び立つのか。ごめんだよ。名を上げるな

　んて僕にとっては第一義的なことではない」G．F1aubert，〃肋δD〃0α仰，

　26juin1852．中でもChar1esMonse1et（1825－1888）は当時自他ともに認め



134 金　　山　富　　美

　る《gaStronome》として美食術。著述家として活躍していた。

39）「僕は神聖な生活を送っている，あれほど多くの欲望をもって生まれた僕

　なのに。しかし忌ま忌ましい文学のやつがそれらの欲望のことごとくを僕の

　腹の中に押し戻してしまった。［．．．］僕はすでに自分の身を食らい始めてし

　まった」G．F1aubert，Lθ肋θδE榊θ8女Fη加ω，21octobre1860．

40）G．F1aubert，Lθ材κδLouise　Co1et，novembre1851．

41）GF1aubert，工召材惚δE榊θ3クFη加α〃，jum1861


